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はじめに 
Grapevine Pinot gris virus は、2012 年イタリアのヨーロッパブドウで初めて報告された新たなウイルスである。本ウ

イルスに対するリスク評価を実施し、適切なリスク管理措置を検討するため、リスクアナリシスを実施した。 
 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 
１ 学名及び分類 
（１） 学名 (ICTV, 2015) 

Grapevine Pinot gris virus 
 

（２） 英名、和名等 
 

（３） 分類 (ICTV, 2015) 
種類：ウイルス 
科：Trivirinae 
属：Trichovirus 

 
（４） シノニム 

 
２ 地理的分布 
（１） 国又は地域(詳細は別紙１を参照) 

アジア：大韓民国、中華人民共和国、トルコ、パキスタン 
欧州：イタリア、ギリシャ、クロアチア、ジョージア、スペイン、スロバキア、スロベニア、チェコ、ドイツ、フラ

ンス 
北米：カナダ、アメリカ合衆国  
中南米：ブラジル 
大洋州：オーストラリア 
 
日本国内未発生(過去に、フランス産ヨーロッパブドウの隔離検査で発見された事例有り)。 

 
（２） 生物地理区 

旧北区、新北区、東洋区、新熱帯区、オーストラリア区の 5 区に分布する。 
  
３ 宿主植物及び国内分布 
（１） 宿主植物(詳細は別紙２を参照) 

ブドウ科：ヨーロッパブドウ(Vitis vinifera) 
 
 （２） 我が国における国内分布 

ブドウ属：４７都道府県で栽培  
  
４ 感染部位及びその症状 

葉、茎、果実に斑点や変形、生育遅延、わい化を引き起こす(Cho, et al., 2013; EPPO, 2017; Morelli, et 
al.,2014; Reynard, et al., 2016)。また、感染樹は本ウイルス以外の複数のウイルスにも感染した状態で見つかる

ことが多く、本ウイルスの単独感染では症状を現さないとの報告もあるため、病気の原因を特定することが困難で

ある(Reynard, et al., 2016)。 
 

５ 移動分散方法 
（１） 自然分散 

情報なし。 
 
（２） 人為分散 

 接ぎ木により伝搬することから(Martelli, 2014)、感染苗、穂木の移動により分散すると考えられる。 
 
６ 生態 
（１） 中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 
（２） 伝染環 

情報なし。 
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 （３） 植物残渣中での生存 
情報なし。 

 
（４） 耐久生存態 
    情報なし。 
 
７ 媒介性又は被媒介性に関する情報 
    情報なし。 
 
８ 被害の程度 

情報なし。 
 
９ 防除に関する情報 

情報なし。 
 

１０ 同定、診断及び検出 
（１） 同定及び診断 

葉等に生じた病徴を観察する。 
 

（２） 検出 
ウイルス特異的プライマーを利用した RT-PCR 法、リアルタイム RT-PCR 法などによる検出が可能(Cho, et 

al., 2013; NZ MPI, 2016; Morelli, 2014; Reynard, et al., 2016）。 
 

１１ 我が国における現行の植物検疫措置 
本ウイルスは暫定有害動植物であり、輸入検疫で発見された場合、廃棄または返送となる。 
また、考えられる経路のうち、栽培用植物は隔離検査対象であり、我が国では本ウイルスを対象とした検定

（RT-PCP 法）を行っている。 
 

１２ 諸外国での輸入検疫要件 
 ニュージーランドはブドウ（Vitis）属植物を隔離検疫対象としており、本ウイルスに対して RT-PCR 検定を実施し

ている(NZ MPI, 2016; NZ MPI, 2018)。  
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リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Grapevine Pinot gris virus に対するリスク評価を行い、適切な検疫措置を検討するため、リスクアナリシスを実

施した。 
 

２．対象となる有害動植物 
Grapevine Pinot gris virus 
 

３．対象となる経路 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２ 地理的分布」に示す「国又は地域」からの「３ 宿主植物及

び国内分布」に示す「宿主植物」であって、「４ 感染部位及びその症状」に示す「感染部位」である「葉」「茎」及び

「果実」を含む植物 
 

４．対象となる地域 
日本全域 
 

５．開始の結論 
Grapevine Pinot gris virus を開始点とし、本ウイルスの発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を

対象とする病害虫リスクアナリシスを開始する。 
 
第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性 
ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア） 潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本ウイルスの宿主植物であるヨーロッパブドウは多年生であることから、感染部位が周年で存在する。 
 
（イ） リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

 中間宿主の存在は明らかではない。よって評価しない。 
 
（ウ） 潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略。 

 本ウイルスは有害植物である。よって評価基準より 5 点と評価した。 
 
イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 
（ア） 寄主又は寄主植物の利用可能性及び環境の好適性 

 宿主植物は全国で栽培されており、評価基準より 5 点と評価した。 
 
（イ） 潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

 本ウイルスが宿主とする植物の科は、ブドウ科のみが知られている。 
 
（ウ） 有害動植物の侵入歴 

 旧北区、新北区、東洋区、新熱帯区、オーストラリア区の５区に分布する。よって、評価基準より 5 点と評価した。 
 
ウ 定着の可能性の評価結果 
  評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は 5 点満点中の 5 点となった。 
 
（２） まん延の可能性の評価 
ア 自然分散(自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散) 
（ア） 有害植物の自然分散 
ａ ベクター以外による伝搬 

(a) 移動距離 

 本ウイルスは接ぎ木伝染のみが知られており、自然分散に関する情報はない。 

 

(ｂ) 伝染環数 

 本ウイルスは接ぎ木伝染以外のその他の伝搬様式は知られていない。 

 

b ベクターによる伝搬 
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(a) ベクターによる移動距離 

本ウイルスのベクターに関する情報はない。 

 

(b) 伝搬様式 

本ウイルスのベクターに関する情報はない。 
 

イ 人為分散 
（ア） 農作物を介した分散 

本ウイルスの宿主植物は、47 都道府県で生産されており、評価基準より 5 点と評価した。 
 
（イ） 非農作物を介した分散 

 非農作物を介した重要な人為的分散手段については知られていない。よって本項目は評価しない。 
 
ウ まん延の可能性の評価結果 

 評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は 5 点満点中の５点となった。 
 
（３） 経済的重要性の評価 
ア 直接的影響 
（ア） 影響を受ける農作物又は森林資源 
  本ウイルスの宿主植物であるブドウ属の産出額の合計は 1016.0 億円であることから、評価基準より 3 点と評価

した。 
 
（イ） 生産への影響 
  宿主植物であるブドウ属は付録２に記載されているものの、発生国でのその作物に対する明確な経済的被害の

報告はない。よって評価基準により 2 点と評価した。 
 
（ウ） 防除の困難さ 

 海外での公的防除の実施事例に関する情報はない。 
 

（エ） 直接的影響の評価結果 
 上記２項目の評価点の積は 6 点となり、評価基準より直接的影響の評価点は 2 点となった。 

 
イ 間接的影響 
（ア） 農作物の政策上の重要性 

 本ウイルスの宿主であるヨーロッパブドウは「農業保険法」及び「同法施行令」、並びに「果樹農業振興特別措置

法施行令」定める果樹に該当するため、評価基準より 1 点と評価した。 
 
（イ） 輸出への影響 
輸入国の現行措置で、本ウイルスの発生により宿主植物に対し輸入禁止等がとられ、輸出が大きく制限される情

報はない。よって評価しない。 
 
ウ 経済的重要性の評価結果 

 直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は 3 点となった。 
 
評価における不確実性 
  本ウイルスの生物学的情報は極めて少なく、、評価における不確実性は非常に高い。 
 
農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 

 ３項目の評価点の積は 75 点となり、本ウイルスの農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
 
２．入り込みの可能性の評価 

（１） 感染部位 葉、茎及び果実に斑点、変形、生育遅延を引き起こす。 

（２） 我が国に侵入する可能

性のある経路 
 

植物全身に感染することから、侵入経路は「栽植用植物」及び「消費用生植

物」と考えられる。 

経路・用途 部位 経路となる可能性 
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ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 消費用生植物 生果実、植物全体 ○ 

（３）宿主植物の年間輸入量 別紙３を参照 

 
（４） 入り込みの可能性の評価 
ア 栽植用植物 
（ア） 輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 
  原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価基準よ

り 5 点と評価した。 
 
（イ） 潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本ウイルスは有害植物である。よって、評価基準より 5 点と評価した。 
 
（ウ） 輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽培のために宿主植物が存在する地域へ運ばれるため、栽植用植物の評価基準より 5 点と評価した。 
 

（エ） 輸入品目からの自然分散の可能性 
栽植用植物の評価基準より 5 点と評価した。 

 
（オ）評価における不確実性 
  特にない。 
 
栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 

 評価を行った項目の得点から平均値は 5 点であり、本ウイルスの栽植用植物を経路とした場合の入り込みの可

能性の評価を「高い」と結論付けた。 
 
イ 消費用生植物 
（ア） 輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 
  原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価基準よ

り 5 点と評価した。 
 
（イ） 潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本ウイルスは有害植物である。よって、評価基準より 5 点と評価した。 
 
（ウ） 輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

 寄主植物は 47 都道府県に分布しており、消費用植物の評価基準から 4 点と評価した。 
 
（エ） 輸入品目からの自然分散の可能性 

本ウイルスが、消費用生植物から自然分散する可能性は、評価基準より「評価中止」となる。 
 
消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 

本ウイルスの消費用生植物を経路とした場合の入り込みの可能性は「無視できる」と結論付けた。 
 

 
３．Grapevine Pinot gris virus の病害虫リスク評価の結論 

農業生産等への影響評価の結

論（病害虫固有のリスク） 

入り込みのリスク 
病害虫リスク評価の結論 

用途 入り込みの可能性の

評価の結論 

高い 

ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 消費用生植物 無視できる 無視できる 
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第３ 病害虫リスク管理 （ステージ３） 

リスク評価の結果、Grapevine Pinot gris virus はリスク管理措置が必要な検疫有害植物であると判断されたこ

とから、ステージ３において、発生国からの宿主植物の輸入に伴う本ウイルスの侵入リスクを低減するための適切

な管理措置について検討した。 
本ウイルスの経路となる栽植用植物の管理措置について、リスク評価結果を受けて検討した。 
 その結果、経路となる栽植用植物の管理措置は、以下の検討の詳細のとおり、「輸出入（目視）検査及び

隔離検査」とすることが妥当と判断した。 
 
１．管理措置検討の詳細 

本ウイルスは、ブドウの葉、茎、果実に斑点や変形、生育遅延、わい化を引き起こす。また、本ウイルスは複

数のウイルスとの複合感染や無病徴感染の報告もあり、病原の特定が難しいとされているが、本ウイルス特異

的プライマーを利用した RT-PCR 法で検出が可能であることから、輸出入（目視）検査時に病徴が不明瞭であ

った場合でも、隔離検査の実施により、病徴を確認しやすい適切な時期まで管理することにより、本ウイルスの発

見が可能である。 
    
２．Grapevine Pinot gris virus のリスク管理措置の結論 

上記により検討の結果、より貿易制限的でない措置として次の措置を推奨する。 

 

用途・部位 対象植物 植物検疫措置 

栽植培植物 Vitis vinifera（ヨーロッパブドウ） ○ 輸出入（目視）検査及び隔離検査 
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別紙１ 
Grapevine Pinot gris virus の発生地の根拠 

国 ステータス 根拠論文及び備考 

アジア   

韓国 発生 CABI, 2017; Cho, et al., 2013; EPPO, 2018; Morelli, et al., 
2014; Reynard, et al., 2016 

中国 発生 CABI,2017; EPPO, 2018; Reynard, et al., 2016 

トルコ 発生 CABI, 2017 

パキスタン 発生 EPPO, 2018 

   

北米   

カナダ 発生 CABI, 2017; EPPO, 2018; Reynard, et al., 2016 

米国 発生 CABI, 2017; EPPO, 2018; Reynard, et al., 2016 

   

中南米   

ブラジル 発生 EPPO, 2018 

   

欧州   

イタリア 発生 CABI, 2017; EPPO, 2017; EPPO, 2018; Morelli, et al., 2014; 
Reynard, et al., 2016 

ギリシャ 発生 CABI, 2017; EPPO, 2018; Morelli, et al., 2014; Reynard, et 
al., 2016 

クロアチア 発生 EPPO, 2018 

ジョージア 発生 CABI, 2017; EPPO, 2018; Reynard, et al., 2016 

スペイン 発生 EPPO, 2018 

スロバキア 発生 CABI, 2017; EPPO, 2018; Morelli, et al., 2014; Reynard, et 
al., 2016 

スロベニア 発生 CABI, 2017; EPPO, 2018; Morelli, et al., 2014; Reynard, et 
al., 2016 

チェコ 発生 CABI, 2017 ; EPPO, 2018; ; Morelli, et al., 2014 ; Reynard, et 
al., 2016 

ドイツ 発生 CABI, 2017; EPPO, 2017; EPPO, 2018 

フランス 発生 CABI, 2017; Reynard, et al., 2016; EPPO, 2018 

   

大洋州   

オーストラリア 発生 EPPO, 2018 
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別紙２ 
Grapevine Pinot gris virus の宿主植物の根拠 

学名 科 属名 和名 英名 根拠 備考 

Vitis vinifera ブ ド ウ

科 
ブドウ属 ヨーロッパブ

ドウ 
grape CABI, 2017; EPPO, 

2017; Morelli, et al.,  
2014; Reynard. et al.,  
2016 
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別紙３ 
関連する経路の年間輸入量 
 

大分類 植物名 生産国 発生国 
2015 2016 2017 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

栽植用

植物 

ﾌﾞﾄﾞｳ属 ｲﾀﾘｱ 〇 1 100   2 200 
 ｶﾅﾀﾞ 〇 2 149     

 ｽﾍﾟｲﾝ 〇     7 189 

 ｽﾛﾍﾞﾆ

ｱ 
〇   2 50   

 ﾄﾞｲﾂ 〇 4 206 2 100 2 100 

 ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ 
× 1 28 2 40   

 ﾌﾗﾝｽ 〇 1 46     

ﾌﾞﾄﾞｳ属 

(地上

部) 

米国 〇 2 7   1 101 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ

ﾌﾞﾄﾞｳ 
ｽﾍﾟｲﾝ 〇     6 298 

  ﾌﾗﾝｽ 〇 7 370 2 99   

ﾖｰﾛｯﾊﾟ

ﾌﾞﾄﾞｳ 

(地上

部) 

米国 〇     13 200 

単位：本 
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